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研究の内容

遺伝子コード拡張技術を利用した「細胞内タンパク質への人工アミノ酸導入技術」の開発・応用

研究に取り組んでいます。本技術は、天然には存在しない機能性アミノ酸をタンパク質中の任意の

位置に導入することで、タンパク質に新たな化学的・物理的機能を付与できることが特徴です。導

入可能な人工アミノ酸には、光反応性基、蛍光標識基、生体直交反応基などがあり、タンパク質の

局在解析、動態解析、相互作用解析、機能改変など幅広い用途に利用できます。

特に、架橋反応性人工アミノ酸を用いたクロスリンク法では、生細胞内で形成されるタンパク質

間相互作用を共有結合的に固定化し、従来法では検出が困難な一過性あるいは低親和性の相互作用

を高感度に解析することが可能です。さらに、プロテオーム解析と組み合わせることで、未知の結

合因子の同定や相互作用ネットワークの解明にも応用できます。

本シーズは、疾患関連分子の機能解析、

創薬標的探索、薬剤作用機序解析、などへ

の展開が期待されます。また、目的に応じ

た人工アミノ酸の選択や導入部位の設計に

より、多様な研究課題に応用できる技術で

す。

産学連携・社会連携へのアピールポイント

本技術は、タンパク質に新たな機能を付与できる汎用性の高い基盤技術であり、創薬、診断、バ

イオテクノロジー分野への応用が期待されます。本技術の応用であるクロスリンク法を用いたタン

パク質間相互作用解析は、新規創薬標的の探索や薬剤作用機序の解明に有効です。本シーズは、創

薬研究・バイオ医薬品開発・疾患メカニズム解析の加速に貢献します。
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細胞内タンパク質への人工アミノ酸導入技術の概要
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人工アミノ酸のタンパク質への導入技術
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